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巻 頭 言 

NPO法人シーズネット理事長 奥田 龍人 

社会を支える人への敬意 
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令和8年3月1日 

シーズネット通信 

 1月に札幌圏を襲った大雪では、大変な思いをされた方

も多かったことでしょう。JRやバスも運行不能になり、

私たちの日常生活には多大な影響があったかと思います。

その後、少しずつ日常生活を取り戻すことができました

が、それは昼夜を問わず除排雪や安全確保の作業に尽力す

る人々の存在があったからこそです。また、深い雪をかき

分けながら利用者宅を訪問し介護にあたったヘルパーの

姿もありました。 

 

このように、私たちの暮らしを陰で支えている人たちは

「エッセンシャルワーカー」と呼ばれています。エッセン

シャルとは英語で「必要不可欠の」という意味で、エッセ

ンシャルワーカーとは、日々の生活を支えるサービスの最

前線に立つ人々を指す言葉です。たとえば、災害時にも真

っ先に必要とされるのは、医療や介護、水道・電気・道路

の復旧、物流、ごみの収集などに携わる人々です。 

 

私たちの当たり前の毎日は、こうした人々の支えによっ

て成り立っています。一方で、土日も勤務があることや仕

事の負担の大きさ、待遇面の課題などから、担い手の確保

が難しくなっている現状があります。さらに、利用者や顧

客からの心ない言動（いわゆるカスタマーハラスメント）

により心身の負担を抱え、仕事を続けられなくなる方がい

ることも見過ごせません。 

 

だからこそ私たちは、暮らしを支えてくれている人々へ

の敬意と感謝の気持ちを、あらためて心に留めたいもので

す。今のシニア世代の皆さんは、戦後の復興期を支え、今日

の暮らしやすい社会を築いてこられました。そして今、その

後に続く世代が、私たちの暮らしを支えています。 

こうしたつながりに思いを寄せ感謝の気持ちを持つこと

が、次の世代の力を育てることにもつながっていくのではな

いでしょうか。私たちは誰もが、いつかさまざまな場面で支

えられる側になります。年を重ねたとき、安心して暮らして

いけるのは、支えてくれる人がいるからこそなのです。 

 

さて、シーズネットでは毎年恒例の市民公開講座を３月 

１９日（木）に開催します。今年のシーズネット市民公開講

座は、フリーアナウンサーの松永俊之さんをお迎えして、松

永さんの縦横無尽なトークでお楽しみいただきたいと企画

しました。松永さんは、ＨＢＣラジオやテレビでご活躍して

いたアナウンサーで、現在はフリーで講演やボランティア活

動などを行っています。自らも身体にハンデを背負いなが

ら、市井の人に寄り添い励ましてくれる語り部で、その軽妙

な語り口はマダムキラーとも称されていたほどです。松永さ

んの酸いも甘いもかみしめた「花も嵐も踏み越えて、人生ま

だまだこれからだ」というお話は、きっと皆様の明日を元気

に彩ってくれると思います。皆様のご参加をお待ちしており

ます。 

 

なお、市民公開講座には、㈱日興美装興業様、㈱特殊衣料

様、㈱ふれあいケアサービスHD様、㈱エムリンクHD様、

社会福祉法人渓仁会様、社会医療法人豊生会様のご協賛をい

ただきました。紙面を借りて感謝申し上げます。 

 

 

シーズネット通信のページ数変更について 

 現在シーズネット通信（以下「通信」）は、A3 用紙３枚二つ折り全 12 ページの構成となっておりますが、諸般の事

情により、４月号からページ数を変更します。函館支部のページ（P7）＝２月号、３月号は脳活塾通信版を掲載＝がな

くなり、旭川支部のページ（P8、９）をA4用紙両面印刷として挟み込み、会員のひろばのページ（P10、１１）を２

ページから１ページに減らします。これにより、通信としては、A3用紙２枚二つ折り全８ページの構成となります。 

 会員のページを減らすのは寂しいのですが、ご理解いただきますようお願いいたします。引き続き随筆、川柳、五行歌

等々は募集しますので、皆様からの投稿お待ちしています。なお、通信に関するご意見ご要望もお待ちしています。 

（広報担当）    


